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一 

新
津
電
修
場
分
会
の
一
部
十
九
名
は
、
さ
る
一
月
二
十
八
日
、
第
二
組
合
に
加
入
し
分
会
を
設
立
し
た
が
、

こ
の
設
立
に
対
し
、
非
組
合
員
で
あ
る
大
久
保
乾
電
修
場
長
及
び
小
杉
事
務
助
役
の
手
も
と
に
第
二
組
合
結
成

準
備
に
対
す
る
内
容
が
了
知
さ
れ
、
か
つ
、
名
簿
が
提
出
さ
れ
て
い
る
な
ど
さ
き
の
電
修
場
長
及
び
事
務
助
役

が
第
二
組
合
結
成
に
暗
躍
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
公
労
法
違
反
で
は
な
い
か
。 

国
鉄
当
局
は
、
新
潟
地
方
に
お
け
る
国
労
と
第
二
組
合
（
国
鉄
新
潟
地
方
労
働
組
合
）
と
の
組
織
活
動
に
関
し
、

国
労
に
対
し
て
次
の
ご
と
き
不
当
労
働
行
為
を
な
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
す
な
わ
ち 

二 

さ
る
一
月
三
十
一
日
電
修
場
長
は
、
技
工
長
、
主
任
な
ど
を
招
集
し
「
国
労
は
総
評
に
加
盟
し
、
第
二
組
合

は
加
盟
し
て
い
な
い
。
総
評
は
生
産
性
向
上
に
反
対
し
全
労
は
賛
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
み
て
、

ど
ち
ら
に
所
属
し
た
労
働
組
合
が
よ
い
か
明
白
で
あ
る
。
」
と
い
う
職
務
権
限
以
外
の
言
動
を
な
し
聴
取
を
強
制 
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四 

二
月
十
九
日
、
電
気
部
長
が
休
憩
時
間
内
に
お
け
る
集
会
を
禁
止
す
る
と
い
つ
た
が
、
現
在
も
こ
れ
が
伝
承

さ
れ
て
い
る
。
碁
や
麻
雀
な
ら
ば
、
よ
い
と
い
つ
た
事
実
が
あ
る
が
、
い
か
な
る
権
限
を
も
つ
て
休
憩
時
間
中

の
集
会
を
拘
束
で
き
る
の
か
。 

五 

昨
年
九
月
六
日
午
後
二
時
よ
り
各
職
場
の
作
業
を
中
止
せ
し
め
、
国
労
新
潟
地
方
本
部
鬪
争
批
判
書
な
る
も 

三 

一
月
二
十
九
日
以
後
国
労
上
級
機
関
役
員
の
労
働
条
件
そ
の
他
組
合
用
務
及
び
調
査
の
た
め
に
電
修
場
内
に

入
る
こ
と
を
公
安
職
員
は
、
二
月
二
十
六
日
ま
で
の
期
間
中
拒
否
し
、
強
制
腕
力
を
も
つ
て
排
除
し
続
け
て
き

た
し
、
さ
ら
に
、
二
月
二
十
日
午
前
十
一
時
十
五
分
、
地
方
労
働
委
員
会
労
働
者
側
委
員
及
び
午
後
四
時
三
十

三
分
県
人
権
擁
護
委
員
会
委
員
の
内
情
調
査
を
公
安
職
員
が
、
肩
に
手
を
か
け
て
入
場
を
一
時
拒
否
し
た
事
実

が
あ
る
が
、
な
ぜ
に
国
労
上
級
機
関
役
員
の
入
場
を
拒
否
す
る
の
か
、
ま
た
何
故
に
右
記
両
委
員
の
内
情
調
査

を
一
時
的
に
せ
よ
拒
否
す
る
の
か
。 

し
た
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
職
制
の
越
権
行
為
で
は
な
い
か
。 

四 

 



 

六 

昨
年
十
月
組
合
所
属
調
査
表
を
配
布
し
、
神
村
進
助
役
は
、
記
入
提
出
し
な
い
者
は
昇
給
に
関
係
す
る
と
い

う
精
神
的
恐
威
感
を
与
え
る
言
辞
を
吐
き
、
強
制
的
に
署
名
、
捺
印
、
現
品
添
付
を
さ
せ
、
提
出
せ
し
め
た
事

実
が
あ
る
。
こ
の
行
為
は
、
人
権
擁
護
の
精
神
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
新
潟
法
務
局
に
書
面
を
具
し
、
調
査

認
定
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
政
府
は
ど
う
考
え
る
か
。 

八 

新
潟
地
方
本
部
新
津
車
掌
区
分
会
首
席
助
役
は
、
指
導
事
掌
、
教
導
車
掌
会
議
で
三
名
の
組
合
員
に
第
二
組

合
に
入
る
よ
う
強
要
し
、
さ
ら
に
当
局
が
某
温
泉
で
忘
年
会
を
催
し
た
際
に
、
首
席
助
役
は
、
国
労
か
ら
第
二 

七 

組
合
役
員
及
び
組
合
活
動
家
は
、
欠
格
条
項
な
し
で
も
昇
給
さ
せ
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
七
月
期
四
名
内

二
名
欠
格
条
項
、
一
月
期
五
名
欠
格
条
項
な
し
、
以
上
の
昇
給
し
な
か
つ
た
九
名
の
者
は
組
合
役
員
で
あ
り
組

合
活
動
家
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
明
ら
か
に
差
別
待
遇
を
な
し
た
も
の
と
思
う
が
ど
う
か
。 

の
を
よ
み
、
各
組
合
員
に
意
見
を
求
め
る
と
い
う
、
職
制
よ
り
の
労
働
運
動
介
入
を
行
つ
て
下
部
組
織
の
か
く

乱
を
計
つ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
現
場
長
の
職
権
乱
用
で
は
な
い
か
。 

五 

 



 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
当
局
は
充
分
調
査
し
て
、
企
業
の
正
常
な
運
営
を
確
保
す
る
意
思
は
あ
る
か
、
ま

た
、
か
か
る
不
当
労
働
行
為
を
指
示
し
、
か
つ
、
そ
の
指
令
に
よ
つ
て
、
国
労
に
対
し
、
不
当
介
入
、
若
し
く

は
、
差
別
待
遇
を
な
し
て
い
る
職
員
及
び
公
安
職
員
に
対
し
、
政
府
は
い
か
な
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
。
以
後 

以
上
の
ほ
か
数
多
く
の
類
似
し
た
事
実
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
公
労
法
違
反
で
あ
り
、
人

権
無
視
も
は
な
は
だ
し
く
違
憲
行
為
で
あ
つ
て
、
企
業
の
正
常
な
運
営
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
各
箇
条

に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
聞
き
た
い
。 

組
合
に
勧
誘
す
る
よ
う
に
と
強
要
し
て
い
る
し
、
第
二
組
合
結
成
の
中
心
人
物
で
あ
る
四
名
の
者
が
勤
務
に
つ

か
ず
家
庭
訪
問
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
務
扱
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
新
津
車
掌
区
の
野
球
部
慰
安
会
の
席
上
、
国
労
役
員
に
対
し
、
復
帰
工
作
を
や
め
る
よ
う
強
要
し
、

そ
れ
を
拒
否
し
た
国
労
役
員
は
一
月
期
の
昇
給
が
な
か
つ
た
事
実
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
不
正
事
務
行
為
、
不

当
労
働
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

六 

 



 

 

七 

こ
の
よ
う
な
事
実
が
明
白
に
な
つ
た
場
合
、
政
府
は
い
か
な
る
措
置
を
講
ず
る
か
を
明
確
に
し
て
も
ら
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


